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会
員
の
皆
様
に
は
、
令
和
四

年
の
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い

で
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
状

況
の
中
、
健
康
づ
く
り
や
仲
間

づ
く
り
活
動
、
ま
た
、
安
心
安

全
な
地
域
づ
く
り
な
ど
の
実
施

に
は
、
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ

た
こ
と
と
お
察
し
い
た
し
ま

す
。　

　

昨
年
夏
の
デ
ル
タ
株
に
よ
る

第
五
波
で
は
、
国
内
の
感
染
者

は
過
去
最
高
を
記
録
し
、
医
療

現
場
は
著
し
く
逼
迫
し
ま
し

た
。
国
民
の
生
命
を
守
る
た
め

昼
夜
を
問
わ
ず
日
々
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
医
療
関
係
の
皆

様
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
常
生
活
で
は
、
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
や
三
密
の
回
避
な

ど
厳
し
い
制
約
に
よ
り
、
体
力

の
低
下
や
認
知
症
の
発
症
な
ど

も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

わ
が
国
は
、
世
界
有
数
の
長

寿
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
健
康

で
心
豊
か
な
生
活
の
実
現
に
は

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
組
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
健
康
は
「
個
人

の
努
力
」
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
多
く
の
仲
間
と
一
緒

に
笑
い
、
語
り
、
交
流
す
る
こ

と
は
、
健
康
づ
く
り
に
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
、
こ
れ
も
老

人
ク
ラ
ブ
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り

ま
す
。
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
多
く
の
会
員
が
老
人
ク

ラ
ブ
に
加
入
し
て
良
か
っ
た
こ

と
は
、「
新
し
い
友
達
が
で
き

た
」「
お
互
い
に
助
け
合
う
こ

と
が
で
き
た
」「
地
域
に
貢
献

で
き
た
」「
健
康
に
自
信
が
持

て
た
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
人
間
関
係
の
希
薄
化

に
よ
る
「
孤
独
死
」
や
「
認
知

症
」
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
高
齢
者
で
あ
れ
ば
誰

で
も
参
加
で
き
る
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
は
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
軽

減
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が

進
む
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
や
援
助
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
を
支
援
す

る
担
い
手
と
し
て
の
役
割
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
解
散
や
退
会
ク
ラ

ブ
の
発
生
防
止
、
活
動
基
盤
の

強
化
と
活
性
化
に
努
め
、
全
老

連
が
掲
げ
る
メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担

お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
の
活

動
に
、
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

（
一
財
）滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

松
田
　
輝
男

全老連 創立60周年記念
会員章

お申し込み
お問い合せ

・所属の市町老人クラブ連合会
・滋賀県老人クラブ連合会

　県老ク連では、会員や関係者の皆様に情報を
伝えたり交流に役立てていただくためにホーム
ページを開設しています。

「滋賀県老人クラブ連合会」で検索でき
ますので、ぜひご覧ください。

　11月25日㈭、野洲文化小劇場において第60回滋賀県老人クラブ大
会を開催しました。
　式典では、君が代の演奏に続いて、滋賀県
老人クラブ連合会の松田輝男会長が日頃の
老人クラブ活動に対するお礼と今回表彰を
受ける受章者への謝意を述べました。
　続く表彰式では、はじめに滋賀県老人ク
ラブ連合会会長表彰において16名15クラブが受章、続いて、コロナの

ために参加できなかった全国大会に代
わって、全国老人クラブ連合会会長表
彰の表彰状が4名2クラブに伝達され
ました。表彰式の締めくくりとなった
知事表彰においては、5名3クラブが
受章されました。（受章者・団体は2ペ
ージに掲載）

　その後、来賓の滋賀県知事および地元野洲市長の
祝辞、受章者代表彦根市の山中清次郎氏の謝辞、浅
野賢治副会長の大会宣言案の朗読およ
び参加者の拍手による承認をもって式
典が終了しました。
　休憩をはさんで、鈴鹿内科医院の鈴
鹿隆之院長による「医学知識を音楽に
のせて」と題した講演が行われました。
　鈴鹿氏は、日本内科学会や日本東洋医学会で認定された専門医とし
て活躍されていますが、作曲やピアノ、アコーディオンなどの演奏とい
った趣味の音楽活動にも才能を発揮されています。
　シンセサイザーを使った演奏では、沖縄の三線やスペインのフラメ
ンコギターの音色を響かせたり、機関車の走行音など効果音を再現し

たりして大きな拍手を受けました。
　演奏の合間には高血圧や糖尿病、
感染症予防について解説。さらに、
病気によってはかかりつけの病院で
は見つからないことがあるので人間
ドックなどでの定期的な検診の重要
性や、治療途中での通院・服薬を自
己判断で中断することの危険性など

について詳しく説明されました。
　最後の質問コーナーでは、参加者からの胃腸器官や就寝時の喉の渇
きについての悩みにアドバイスを送るなど、音楽を楽しみながら知識
が身に付く意義のある講演会となりました。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
が
希
望
に
満
ち
た
素
晴

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
陽
性
者
が
県
内
で
初
め

て
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
約
二
年

の
月
日
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
滋
賀
県
で
も
非

常
に
緊
迫
し
た
状
況
下
で
差
し

迫
っ
た
対
応
を
求
め
ら
れ
、
病

床
や
人
材
確
保
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
推
進
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
の

対
応
に
奔
走
し
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

活
動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い

中
、
大
変
な
御
苦
労
を
お
か
け

し
、
感
染
拡
大
防
止
に
御
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
う
し
た
中
で
も
工
夫
を
し
な

が
ら
、
健
康
づ
く
り
や
居
場
所

づ
く
り
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
お
力
添
え
に
あ
ら
た

め
て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

る
に
は
皆
様
の
御
協
力
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
難
局
を

乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

本
年
は
、
コ
ロ
ナ
で
損
な
わ

れ
た
滋
賀
県
の
「
健
康
」
を
取

り
戻
し
、
人
・
社
会
・
自
然
の

す
べ
て
が
充
足
し
た
、
本
当
の

意
味
で
の
「
健
康
し
が
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
実
現

の
た
め
、
す
べ
て
の
県
民
が
自

分
ら
し
く
健
や
か
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

の
取
組
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

打
撃
を
受
け
た
地
域
経
済
を
再

生
さ
せ
、
新
し
い
生
活
様
式
や

新
し
い
価
値
観
が
求
め
ら
れ
る

時
代
に
あ
っ
て
も
選
ば
れ
る
滋

賀
を
目
指
し
、「
活
力
あ
る
滋

賀
づ
く
り
」
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。
引
き
続
き
、
県
政
へ
の
御

理
解
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
び
わ
湖
を
真
ん
中

に
、
四
季
を
味
わ
い
、
未
来
を

お
も
う
、
調
和
の
と
れ
た
暮
ら

し
の
リ
ズ
ム
「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」

の
な
か
で
、「
健
康
し
が
」
を

つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
健

康
で
実
り
多
き
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
っ
し
ょ
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

　

令
和
三
年
も

前
年
に
引
き
続

い
て
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に

翻
弄
さ
れ
た
一

年
で
し
た
。

　
「
今
年
こ
そ

は
」
と
期
待
さ

れ
て
い
た
香

川
県
で
の
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大

会
は
、
参
加
者

な
し
の
開
催
で

中
止
同
様
の
状

態
。
ま
た
、
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
の

研
修
会
も
前
年

度
に
続
い
て
中

止
と
な
り
ま
し

た
。
全
老
連
の

主
要
な
会
議

は
、
今
流
行
り
の
ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

に
な
る
な
ど
コ
ロ
ナ
を
契
機

に
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
も
時
代
の

波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
感
が
あ

り
ま
す
。

　

年
の
半
ば
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
っ
て
少
し
不
安
が
和
ら

い
だ
も
の
の
、
八
月
に
は
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
出
て
、
単
位

ク
ラ
ブ
や
各
老
ク
連
で
は
、
な

か
な
か
活
動
再
開
に
踏
み
出
せ

な
か
っ
た
り
、
規
模
を
縮
小
し

て
の
実
施
と
な
っ
て
一
年
を
終

え
ま
し
た
。
活
動
再
開
を
待
ち

か
ね
て
動
き
出
し
た
ク
ラ
ブ
も

あ
る
反
面
、
休
止
が
常
態
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
存
在
感
が
薄
れ
、
そ
の
ま
ま

解
散
に
向
か
う
と
い
っ
た
事
例

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
単
位
ク
ラ

ブ
や
老
ク
連
に
と
っ
て
最
も
大

き
な
悩
み
は
、
や
は
り
組
織
の

維
持
、
活
性
化
の
問
題
で
す
。

　
「
会
長
な
ど
役
員
の
な
り
手

が
な
い
」「
会
員
も
役
員
も
高

齢
に
な
っ
て
以
前
の
よ
う
に
行

動
で
き
な
い
」「
若
い
人
が
入

っ
て
く
れ
な
い
」「
老
ク
連
に

入
っ
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
を
問
わ

れ
る
」
な
ど
が
共
通
し
た
悩
み

で
、
関
係
者
は
、
有
効
な
対
処

方
法
が
見
出
せ
な
い
ま
ま
会
員

が
減
り
、
や
や
も
す
る
と
ク
ラ

ブ
の
存
在
自
体
が
危
う
く
な
る

事
態
に
焦
り
を
感
じ
る
毎
日
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
例
外

な
く
全
国
的
な
傾
向
で
、
時
代

の
流
れ
さ
え
感
じ
ま
す
が
、
思

い
切
っ
て
、
従
来
の
考
え
方
や

仕
組
な
ど
を
転
換
し
て
、
広
く

若
手
高
齢
者
に
も
関
心
を
持
た

れ
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
に
し
て
い

か
な
い
と
、
さ
ら
に
組
織
の
弱

体
化
が
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
言
う
の
は
簡
単
、
で
き
な
い

か
ら
困
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た

ご
意
見
も
当
然
で
す
が
、
今
こ

そ
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
高
齢

者
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
将
来
に
希
望
を
見
出

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
状
の
打
開
を
め

ざ
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事

例
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①「
老
人
ク
ラ
ブ
あ
り
方
検
討
会
」

　
の
開
催

　

老
ク
連
と
行
政
が
危
機
感
を

共
有
し
な
が
ら
、
将
来
に
向

け
て
あ
り
方
を
検
討
す
る
会
議

で
、
行
政
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
広
報

紙
の
活
用
、
改
革
の
提
案
等
、

行
政
の
支
援
を
取
り
付
け
る
き

っ
か
け
に
も
な
る
。
会
議
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
老
ク
連
か
ら

も
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

②
個
人
加
入
制
度
の
創
設
・

　
運
用

　

脱
会
ク
ラ
ブ
の
会
員
等
を
個

人
会
員
と
し
て
迎
え
る
制
度
。

　

募
集
方
法
、
会
費
、
連
絡
方

法
、
従
来
の
加
入
制
度
へ
の
影

響
な
ど
課
題
も
多
い
が
、
加
入

を
希
望
す
る
個
人
を
歓
迎
す
る

仕
組
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
む
。

③「
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
」論
に
も

　
応
え
る
優
待
制
度
等
の
導
入

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
そ
れ

自
体
健
康
増
進
な
ど
の
効
果

（
メ
リ
ッ
ト
）
が
大
き
い
が
、

目
に
見
え
る
特
典
と
し
て
、
地

域
の
店
舗
等
の
協
力
を
得
て
、

会
員
優
待
制
度
を
設
け
て
地
域

の
高
齢
者
の
関
心
を
高
め
る
。

（
例 

価
格
の
割
引
、
ポ
イ
ン
ト

制
度
、
一
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
）

こ
の
取
組
は
、
新
規
会
員
の
勧

誘
に
も
活
用
で
き
る
。

◇

　

令
和
四
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
終

息
に
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
が
元
気

を
取
り
戻
し
、
ま
た
、
直
面
す

る
課
題
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か

る
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。

　

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
市
町

老
ク
連
、県
老
ク
連
そ
れ
ぞ
れ
、

つ
な
が
り
を

大
切
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ

う
。（事

務
局
）

【
第
六
十
回

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
】

▼
滋
賀
県
知
事
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者

　

池
田　
　

光　
　
（
大
津
市
）

　

山
中
清
次
郎　
　
（
彦
根
市
）

　

中
村　

和
子　
　
（
草
津
市
）

　

堤　
　
　

勇　
　
（
野
洲
市
）

　

大
辻　

健
三　
　
（
高
島
市
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

川
辺
老
人
ク
ラ
ブ
延
寿
会

（
栗
東
市
）

　

安
治
憩
の
会　
　
（
野
洲
市
）

　

中
野
秀
齢
会　
　
（
高
島
市
）

▼
滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　

田
中　

鉦
士　
　
（
大
津
市
）

　

松
田
千
江
子　
　
（
大
津
市
）

　

谷
口　

直
美　
　
（
彦
根
市
）

　

今
居　
　

功　
　
（
草
津
市
）

　

小
早
川　

孝　
　
（
守
山
市
）

　

青
地　
　

彰　
　
（
栗
東
市
）

　

谷　

と
よ
子　
　
（
野
洲
市
）

　

西
川　

征
一　
　
（
野
洲
市
）

　

葛
本　
　

愛　
　
（
野
洲
市
）

　

木
下　

幹
敏　
　
（
湖
南
市
）

　

中
川　

雅
晴（
米
原
市
・
近
江
）

　

宇
野　

重
一

（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

　

田
中　

芳
子　
　
（
豊
郷
町
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

衣
笠
台
老
人
ク
ラ
ブ

（
近
江
八
幡
市
）

　

加
茂
町
老
人
ク
ラ
ブ

（
近
江
八
幡
市
）

　

出
屋
敷
老
人
ク
ラ
ブ
親
愛
会

（
草
津
市
）

　

山
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ（守

山
市
）

　

赤
坂
平
成
会　
　
（
栗
東
市
）

　

三
軒
家
老
人
ク
ラ
ブ（甲

賀
市
）

　

上
北
部
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ

（
甲
賀
市
）

　

野
洲
駅
前
悠
悠
ク
ラ
ブ

（
野
洲
市
）

　

長
島
老
人
ク
ラ
ブ（
野
洲
市
）

　

石
部
東
清
水
互
楽
会（湖

南
市
）

　

小
野
長
寿
会　
　
（
日
野
町
）

　

山
本
長
寿
会　
　
（
日
野
町
）

　

山
中
老
人
ク
ラ
ブ（
竜
王
町
）

　

西
出
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

（
愛
荘
町
・
秦
荘
）

　

正
楽
寺
老
人
ク
ラ
ブ
正
寿
会

（
甲
良
町
）

③
篤
行
者

　

石
山　

史
郎　
　
（
日
野
町
）

　

北
村　

武
雄（
愛
荘
町
・
秦
荘
）

　

西
堀　

治
男　
　
（
甲
良
町
）

▼
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
長
表
彰
（
伝
達
）

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　

郷
野
智
惠
子　
　
（
彦
根
市
）

　

福
永　

一
枝

（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

尼
子
老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会

（
甲
良
町
）

③
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

豊
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

④
永
年
勤
続
者

　

岸
本　

正
枝　
　
（
彦
根
市
）

　

北
川　

惣
一（
米
原
市
・
近
江
）

あ
な
た
も
、わ
た
し
も
、

シ
ガ
リ
ズ
ム
～

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

「
健
康
し
が
」

滋
賀
県
知
事　

三
日
月
大
造

令和４年…老人クラブ再起動 !

受
章
者
一
覧
（
敬
称
略
）
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●
長
寿
社
会
を
生
き
る

　

わ
が
国
が
、
高
齢
化
率
（
全

人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上

の
割
合
）
が
二
十
一
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
る
超
高
齢
社
会
と

な
っ
て
十
数
年
が
経
ち
、
現
在

は
約
二
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
三

割
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
先
も
止
め
ど
な
く
高
齢
化

が
進
み
ま
す
が
、
昨
今
、「
人

生
百
年
時
代
」
と
い
う
こ
と
ば

を
し
き
り
に
耳
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
百
歳
以

上
の
高
齢
者
は
約
八
万
六
千
人

（
約
九
割
が
女
性
）
で
す
が
、

今
後
そ
の
十
倍
近
く
ま
で
増
加

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
み
ん
な
が
百
歳
ま
で
生

き
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
定
年
退
職
し
た
後
も
、

三
、四
十
年
も
の
長
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

人
生
が
長
く
な
れ
ば
、
楽
し

み
や
喜
び
、
新
た
な
体
験
へ
の

挑
戦
、
ま
た
、
人
と
の
出
会
い

な
ど
、
生
活
を
豊
か
に
で
き
る

機
会
が
広
が
る
反
面
、
ひ
と
り

暮
ら
し
な
ど
高
齢
者
だ
け
の
家

庭
や
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
な

ど
、
生
活
に
影
響
を
与
え
る
問

題
に
も
直
面
す
る
可
能
性
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護

施
設
等
の
利
用
を
希

望
し
て
も
、
需
給
バ

ラ
ン
ス
の
関
係
で
、

な
か
な
か
期
待
ど
お

り
に
い
か
な
い
な

ど
、
深
刻
な
現
実
も

待
っ
て
い
ま
す
。

●
老
人
ク
ラ
ブ
は

　
健
康
づ
く
り
の
宝
の
山

　

こ
の
よ
う
に
、
長
寿
社
会
は

悲
喜
こ
も
ご
も
で
す
が
、
と
に

も
か
く
に
も
「
ま
ず
健
康
」
で
、

い
か
に
し
て
健
康
を
維
持
し
増

進
さ
せ
「
健
康
長
寿
」
を
実
現

す
る
か
に
尽
き
る
と
思
い
ま

す
。

　

健
康
づ
く
り
に
は
い
ろ
い
ろ

な
方
法
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

用
具
や
製
品
な
ど
も
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
か
ら
す

れ
ば
、「
老
人
ク
ラ
ブ
は
健
康

づ
く
り
の
宝
の
山
」
的
存
在
で

あ
り
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
も
っ
と
仲
間
を
増
や
し
、

も
っ
と
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

先
般
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の

組
織
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

が
疾
病
予
防
や
健
康
づ
く
り
に

好
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
つ

い
て
、
全
国
の
大
学
や
国
立
研

究
所
の
研
究
者
が
参
画
す
る
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
老

年
学
的
評
価
研
究
（
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｅ

Ｓ
）」
に
よ
り
実
証
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
老
ク
連
と
し
て
は
、
そ

の
内
容
を
参
考
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
も
っ
と
元
気
に
！ 

も
っ
と
輝
い

て
！
」
を
作

成
し
ま
し
た

の
で
、
要
点

を
ご
紹
介
し

ま
す
。

（
事
務
局
）

健康長寿をめざして
老人クラブの効用再認識！

もっと元気に
！
もっと輝いて

！
健康で長生きの

★老人クラブは出会いと交流の場です。
いろいろな人とつながり、仲間の輪が広
がります。

★老人クラブでは仲間といろいろな運動
を楽しみながら健康を高め合っています。

★老人クラブは気軽に参加できる通いの
場。心身を健康にするいろいろな刺激が
あります。

★老人クラブは仲間との楽しい会話や活
動の中に「笑い」があふれています。

★老人クラブは地域の高齢者ならだれで
も参加でき、仲間と楽しく活動できます。

★老人クラブなどの役員は健康長寿のモ
デルです。役割はみんなで担って長生き
しましょう。

人との
交流・出会い 運　動 通いの場への

参加

笑いのある
生活

地域の団体や
活動への参加

地域の
役割を担う

人との交流が多いほど
健康で長生きできる!

運動は個人より
仲間とする方が
要介護になる割合が低い!

通いの場に
参加している人は
要介護になる割合が低い!

笑いの多い生活では
脳卒中になるリスク（危険）
が減る!

団体や活動への参加率が
高い地域は認知症のリス
ク（危険）者の割合が低い!

地域で役割を担うことは
長生きにつながる!

秘訣
六つの
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彦
根
市
老
ク
連
は
、
現
在
、

十
一
ク
ラ
ブ
、
五
四
〇
名
で
、

こ
れ
以
上
ク
ラ
ブ
も
会
員
も
減

ら
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
何
と
か
し
て
新
規

加
入
者
を
増
や
そ
う
と
知
恵
を

出
し
合
い
、「
老
ク
連
に
加
入

し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
と

入
会
を
渋
る
未
加
入
ク
ラ
ブ
や

趣
味
の
グ
ル
ー

プ
に
、
わ
か
り

や
す
い
メ
リ
ッ

ト
（
特
典
）
を

示
す
こ
と
に

し
、
市
内
に
二

店
舗
あ
る
「
コ

メ
ダ
珈
琲
店
」
の
協

力
を
得
て
、「
老
ク
連

加
入
者
限
定
パ
ス
ポ
ー

ト
」
を
企
画
し
、
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
取
組
の
特
典
は
、
コ
メ

ダ
珈
琲
店
が
彦
根
老
ク
連
の
会

員
や
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
に
限
定

し
て
発
行
す
る
パ
ス
ポ
ー
ト
を

持
参
し
て
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
注

文
す
る
と
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
サ

ラ
ダ
、
珈
琲
ジ
ェ
リ
ー
の
う
ち

か
ら
一
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も

ら
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
当

面
、
十
月
か
ら
十
二
月
末
ま
で

を
試
し
期
間
と
し
、
そ
の
後
に

つ
い
て
は
継
続
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
直

近
十
一
月
中
の
利
用
は
三
十
九

人
で
大
変
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
取
組
の
目
的
は
、
老
ク

連
へ
の
加
入
を
増
や
す
こ
と

や
脱
会
を
抑
制
す
る
こ
と
で
す

が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
と
し
て

勧
誘
す
る
対
象
と
し
て
は
、
老

ク
連
未
加
入
ク
ラ
ブ
の
会
員
や

老
ク
連
の
事
務
局
が
あ
る
彦
根

市
中
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
勧

誘
に
当
た
っ
て
は
、
未
加
入
ク

ラ
ブ
の
代
表
者
に
案
内
チ
ラ
シ

を
配
る
ほ
か
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
個
人
お
よ
び
グ

ル
ー
プ
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。な
お
、

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
に
つ
い
て

は
、
入
会
金
（
年
会
費
）
と
し

て
三
〇
〇
円
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
取
組
は
始
め
た
ば
か
り

で
す
が
、
老
ク
連
の
活
性
化
に

と
っ
て
き
わ
め
て
有
力
な
方
策

と
し
て
今
後
も
、
案
内
方
法
や

対
象
者
、
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
等

に
つ
い
て
、
コ

メ
ダ
珈
琲
店
と

も
検
討
を
重
ね

な
が
ら
、
進
め

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
（
郷
野　

征
男
）

　

私
た
ち
の
赤
尾
町
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
「
赫
寿
会
」
は
、
発
足
し

て
四
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
高

齢
化
が
進
む
社
会
に
あ
っ
て
、

生
き
が
い
と
健
康
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
目
標
に
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
つ
ま
ず
き
や
転
倒
の

予
防
な
ど
、
ケ
ガ
を
し
に
く
い

柔
軟
な
体
づ
く
り
の
た
め
に
、

空
手
の
師
範
で
も
あ
る
近
藤
会

員
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
足

腰
や
体
幹
の
強
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
同
氏

の
呼
び
か
け
で
、「
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｏ

さ
さ
え
愛
の
会
」を
発
足
さ
せ
、

地
域
の
高
齢
者
の
生
活
支
援
と

し
て
、
困
り
ご
と
な
ど
へ
の
応

援
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
庭
の

手
入
れ
、
買
い
物
や
病
院
へ
の

同
行
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど
、
気
兼

ね
な
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
一
回
に
つ
き
百
円
だ
け

い
た
だ
い
て
手
助
け
し
ま
す
。

ま
た
、
赤
尾
町
を
美
し
く
住
み

よ
い
町
に
し
よ
う
と
、
休
耕
田

を
借
り
て
コ
ス
モ
ス
を
植
え
田

圃
を
癒
し
の
花
園
に
す
る
取
組

も
し
て
い
ま
す
。
満
開
の
時
に

は
、
保
育
園
の
園
児
が
保
育
士

さ
ん
と
お
花
畑
の
中
を
楽
し
く

走
り
回
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、「
な
つ
め
の
会
」
を
中
心

に
、
認
知
症
を
予
防
す
る
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。
月
に
一
度

の
活
動
で
す
が
、
認
知
症
予
防

体
操
、
童
謡
を
歌
い
な
が
ら
の

お
手
玉
、
ト
ラ
ン
プ
、
花
札
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
脳
を
刺
激

し
ま
す
。
健
康
麻
雀
も
、
点
数

計
算
な
ど
頭
と
指
先
を
使
う
こ

と
で
、
認
知
症
の
予
防
に
大
い

に
役
立
ち
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
と
合
わ
せ
て
行

う
取
組
に
環
境
美
化
の
活
動
が

あ
り
ま
す
。
毎
月
第
一
木
曜
日

は
、
共
同
墓
地
の
清
掃
や
植
木

の
剪
定
な
ど
の
作
業
を
行
い
、

終
了
後
は
、
雑
談
や
情
報
交
換

が
で
き
る
交
流
の
場
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
通
じ
て
地
域
の
仲
間
と

会
話
し
交
流
す
る
こ
と
は
、
心

身
が
健
康
に
な
り
、
明
日
へ
の

活
力
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
充
実
さ

せ
な
が
ら
長
く
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。（

岡
本　

耐
三
）

ず
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
、
定
例
会

の
ほ
か
に
部
会
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令

和
三
年
に
は
、
優
良
老
人
ク
ラ

ブ
と
し
て
知
事
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

定
例
会
は
、
月
一
回

第
二
火
曜
日
に
行
っ
て

お
り
、
誕
生
日
を
迎
え

た
方
の
誕
生
会
や
喜
寿
、

米
寿
の
方
の
お
祝
い
も

し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
体
操
、
市
の
出
前

講
座
を
利
用
し
て
の
教

養
講
座
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、

会
員
相
互
の
交
流
、
親
睦

を
深
め
る
た
め
の
昼
食

会
や
歌
声
サ
ロ
ン
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
六
月
と

十
二
月
は
、
気
分
を
変
え

る
た
め
に
外
部
に
場
所
を
移
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

部
会
は
健
康
増
進
、
交
流
、

友
愛
を
目
指
し
て
活
動
し
て
お

り
、
健
康
安
全
部
会
で
は
、
ス

カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ス
ロ
ー
イ
ン

ビ
ン
ゴ
な
ど
を
月
二
回
行
う
ほ

か
、毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
は
、

約
二
十
人
の
参
加
で
に
ぎ
や
か

に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
部
会
は
、
日
帰
り
旅
行
と
一

泊
旅
行
を
計
画
し
、
温
泉
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
組
み
合
わ

せ
て
楽
し
ん
だ
り
、
史
跡
や
社

寺
を
見
学
し
知
識
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
部
会
は
、
定
例

会
な
ど
に
参
加
で
き
な
い
会
員

の
自
宅
や
入
院
中
の
病
院
、
施

設
を
訪
問
し
て
激
励
し
た
り
近

況
を
た
ず
ね
た
り
し
て
お
り
、

そ
の
様
子
は
後
日
定
例
会
で
報

告
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ

か
ら
も
会
員
一
体
と
な
っ
て
、

健
康
で
長
生
き
を
目
指
し
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
藤
㟢　
　

崇
）

　

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
延

寿
会
」
は
、
昭
和
六
十
一
年
に

設
立
さ
れ
た
会
員
六
十
人
足
ら

彦
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

協
賛
企
業
の
協
力
で

加
入
に
弾
み
を
！

赤
尾
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

明
日
に
向
か
っ
て

活
力
づ
く
り

川
辺
老
人
ク
ラ
ブ
延
寿
会

私
た
ち
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
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全
国
的
に
会
員
の
減
少
が
続

く
中
、
野
洲
市
老
ク
連
は
、
こ

れ
ま
で
安
定
し
た
会
員
数
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
に

か
け
て
減
少
に
転
じ
、
現
在
も

そ
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
令
和
元
年
六
月
に
市
の
主

導
で
「
こ
れ
か
ら
の
野
洲
市
老

人
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、「
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
と
会
員
加

入
率
の
向
上
」
を
目
標
に
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会

は
、
会
員
代
表
七

名
に
加
え
て
、
行

政
、
各
種
団
体
役

員
、
学
識
経
験
者

で
構
成
さ
れ
ま
し

た
。

　

検
討
委
員
会
で

問
題
を
抽
出
す
る

過
程
で
印
象
に

残
っ
た
点
を
整
理

す
る
と
、
①
事
業

が
多
す
ぎ
る
、
②
事
業
内
容
が

魅
力
に
欠
け
る
、
③
役
員
の
な

り
手
が
な
い
、の
三
点
で
し
た
。

そ
し
て
、
半
年
後
の
十
二
月
、

委
員
会
か
ら
『
次
代
に
開
か
れ

た
や
さ
し
い
高
齢
社
会
を
築
く

た
め
に
』
と
題
し
た
答
申
書
が

老
ク
連
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
野
洲
市

老
ク
連
の
出
番
と
な

り
ま
す
。
こ
の
答
申

書
に
照
ら
し
て
、
ま

ず
現
在
の
老
ク
連
事

業
を
、
本
部
、
地
区

（
学
区
）、
単
位
ク
ラ

ブ
が
主
催
す
る
事
業

に
三
分
割
し
て
事
業

の
改
善
に
着
手
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
主
催
事
業
の

責
任
分
野
が
明
確
に

な
り
、「
事
業
数
が

多
す
ぎ
る
」
の
是
正

に
役
立
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
次
に
、

令
和
二
年
三
月
か
ら

各
地
区
、
単
位
ク
ラ

ブ
、
本
部
の
主
催
事

業
の
問
題
点
を
抽
出

す
べ
く
、
会
員
の
皆
様
の
参
加

の
も
と
、現
在
の
事
業
の
改
廃
、

さ
ら
に
は
新
規
事
業
の
採
用
等

に
つ
い
て
議
論
し
、
各
事
業
の

三
年
度
の
事
業
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
議
論
を

通
し
て
、「
事
業
内
容
が
魅
力

に
欠
け
る
」
の
解
決
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
令
和
三
年
度
は
ま

だ
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
例
え

ば
本
部
が
行
う
各
種
大
会
、
旅

行
な
ど
比
較
的
大
き
な
事
業
は

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

効
果
が
確
認
で
き
な
い
状
況
で

す
が
、
小
規
模
な
が
ら
も
実
施

で
き
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
会

員
の
皆
様
の
満
足
度
を
確
か
め

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
更
な

る
改
善
に
着
手
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
サ
イ
ク
ル

を
納
得
で
き
る
ま
で
回
し
て
、

結
果
と
し
て
楽
し
い
、
お
も
し

ろ
い
、
活
性
化
さ
れ
た
事
業
の

確
立
に
結
び
付

け
ら
れ
る
よ
う

努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
柴
原　
　

喬
）

　
「
ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
塾
」
は
、

会
員
の
学
び
の
場
と
し
て
、
平

成
二
十
二
年
か
ら
十
年
以
上
続

け
て
き
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
の
専
門
家
の
講
義
や
地
域

の
文
化
史
跡
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、
ま
た
地
元
の
企
業
見

学
な
ど
、
毎
年
六
回
程
度
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
も
あ
っ
て
休
止
し
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
感
染
防
止
に

留
意
し
な
が
ら
四
回
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
の
講
座
は
、
十
一

月
六
日
に
甲
賀
市
長
と
甲
賀
市

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
室
長
を
講
師
に

六
十
五
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。
市

長
に
は
、「
オ
ー
ル

甲
賀
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
題
し
て
講
義

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
話
の
中
で
、
コ

ロ
ナ
禍
で
人
と
出
会

う
機
会
が
減
っ
た
こ

と
で
、「
以
前
よ
り

人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
い
っ

た
価
値
観
の
変
化
が

市
民
の
間
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
は
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
市

民
が
求
め
る「
新
し
い
豊
か
さ
」

の
実
現
の
た
め
に
取
組
を
進
め

て
い
く
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

感
染
症
対
策
室
長
に
は
、
市

の
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
取
組
、

今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
資
料
を
も
と
に
講
義

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
甲

賀
市
内
で
は
九
月
頃
か
ら

感
染
者
が
急
増
、
市
内
で

確
認
さ
れ
た
感
染
者
数
は
、

十
月
末
時
点
で
全
人
口

の
約
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

達
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

市
と
し
て
は
、
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
の
①
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
②
各
施
設
の

感
染
症
対
策
③
啓
発
活
動

の
取
組
。
市
民
の
生
活
を

守
る
施
策
と
し
て
、
①
生

活
支
援
②
事
業
継
続
支

援
。
そ
し
て
、
地
域
の
回
復
に

向
け
て
、
応
援
ク
ー
ポ
ン
の
配

布
事
業
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。
物
静
か
な
話
し
ぶ
り
の

中
に
、
緊
急
な
体
制
整
備
や
予

測
が
つ
か
な
い
対
応
な
ど
に
つ

い
て
、
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た

こ
と
が
推
察
で
き
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
対
応
さ
れ

て
き
た
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
、

多
く
の
関
係
者
に
感
謝
し
つ
つ
、

引
き
続
き
、
一
人
ひ
と
り
が
基

本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
怠
ら

な
い
こ
と
を
再
確
認
し
た
講
座

で
し
た
。

　

令
和
四
年
一
月
に
予
定
し
て

い
る
三
回
目
の
講
座
で
は
、
県

健
康
医
療
福
祉
部
の
角
野
理
事

を
講
師
に
再
度
コ
ロ
ナ
に
関
し

て
、
県
下
の
状
況
や
取
組
、
特

に
高
齢
者
が
留
意
す
べ
き
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
予
定
で
す
。

（
事
務
局　

加
茂　

礼
二
）

野
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
業
の
改
善
に向

け
て

ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
ク
ラ
ブ

「
ゆ
う
ゆ
う
甲
賀
塾
」

の
取
組

市役所職員等を名乗る

不審な電話は「警察」や
「家族」に相談を！

「還付金の手続き期限が過ぎています。」

「今日中ならATMで手続きできますよ。」

「ATMへ行って手続きをお願いします。」
滋賀県警察本部「ふれあい通信」より
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私
た
ち
が
何
気
な
く
暮
ら
し

て
い
る
近
江
地
域
。
実
は
気

づ
い
て
い
な
い
場
所
や
建
物
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　

近
江
老
ク
連
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
外
出
す
る
機
会
が
減
る

中
、
外
を
歩
き
、
さ
ら
に
地
域

の
良
さ
を
知
る
き
っ
か
け
に
し

て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
で
『
近

江
地
域
え
え
と
こ
再
発
見
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
』
を
計
画
し
ま
し

た
。

　

ス
タ
ン
プ
は
、
近
江
地
域
の

各
集
落
に
あ
る
神
社
や
会
館

な
ど
二
十
四
カ
所
に
備
え
ま
し

た
。
こ
の
ス
タ
ン
プ
は
、
今
流

行
の
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
、
老

ク
連
が
彦
根
市
在
住
の
作
家
重

信
さ
ん
に
お
願
い
し
て
作
り
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
日
光
寺
地

区
は
特
産
品
の
干
し
柿
「
あ
ま

ん
ぼ
う
」
の
絵
柄
、
多
和
田
地

区
は
伝
統
工
芸
の
真
綿
が
描
か

れ
る
な
ど
、
地
域
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
魅
力
的
な
特
色
が
よ
く
表

れ
て
い
ま
す
。

　

老
ク
連
は
、
こ
の
ス
タ
ン

プ
が
い
つ
ま
で
も
記
念
に
残

る
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
ラ

リ
ー
専
用
の
朱
印
帳
づ
く
り
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
ス
タ
ン
プ
は
手
持
ち
の
ノ
ー

ト
な
ど
に
押
し
て
も
よ
い
の
で

す
が
、
朱
印
帳
を
手
作
り
す
れ

ば
楽
し
み
も
倍
加
す
る
こ
と
か

ら
、「
朱
印
帳
手
づ
く
り
教
室
」

を
開
き
ま
し
た
。
用
紙
に
は
あ

ら
か
じ
め
米
原
市
在
住
の
書
家

林
さ
ん
が
し
た
た
め
た
地
名
を

印
刷
し
て
お
き
、
そ
れ
を
六
枚

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。

表
紙
に
は
自
分
の
好
き
な
布
地

の
端
切
れ
を
貼
っ
て
仕
上
げ
ま

す
が
、
表
紙
を
付
け
れ
ば
風
格

の
あ
る
朱
印
帳
が
出
来
上
が
り

ま
す
。

　

こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
取

組
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
め
げ
ず
に
元
気
を
取
り
戻
す

き
っ
か
け
づ
く
り
と
、
老
人
ク

ラ
ブ
だ
か
ら
で
き
る
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

文
化
の
再
発
見
と
楽
し
く
魅
力

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
や
仲

間
の
輪
の
広
が
り
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
現

在
会
員
で
な
い
方
や
若
い
人
、

家
族
連
れ
に
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
く
、
参
加
を
歓
迎
し
て

い
ま
す
。

　

朱
印
帳
づ
く
り
は
、
老
ク
連

所
属
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
無

料
で
、
一
般
の
方
は
五
〇
〇
円

い
た
だ
き
ま
す
が
、現
在（
十
二

月
）、
予
定
を
大
き
く
上
回
る

約
四
〇
〇
人
の
参
加
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

近
江
老
ク
連
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（

事
務
局　

北
川　

惣
一
）

　

県
老
ク
連
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
沈
み
が
ち
な
老
人
ク
ラ
ブ

に
、
少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
、
喜
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
の
思
い
で
、
職

員
が
講
師
と
な
っ
て
「
し
め
縄

リ
ー
ス
」作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
試
行
の
た
め
県

下
四
ヵ
所
に
限
定
し
ま
し
た

が
、
間
も
な
く
迎
え
る
新
年
に

ち
な
ん
だ
も
の
だ
け
に
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
創
造

力
を
発
揮
し
て
、
き
れ
い
で
魅

力
的
な
作
品
に
仕
上
げ
て
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
正
月
に
関

係
な
く
一
年
中
飾
っ
て
お
け
ま

す
。

　

県
老
ク
連
と
し
て
は
、
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
健
康
づ
く

り
に
つ
な
が
る
創
造
的
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
）

　指には数多くの抹消神経が集まっていて、指先を使うとそ
の刺激が脳に直接伝わり、脳の働きを活発にします。
　また、体を動かす指令は脳から出ており、つまり、指先を
使って作業することは、脳にとっては双方向の働きで活性化
することになり、認知症などを予防する効果も認められてい
ます。

   さらに、指先を使ってものづくりなどを楽しむことは、達
成感や創造の喜びにもつながり、また、仲間と一緒に取り組
めば、楽しみや喜びが一層大きくなります。喜びや生きがい
は、脳をいきいきと元気にさせるよい刺激になります。
　みなさん！もっと脳を元気にして生活を楽しみましょう。

大津会場

朱印帳作り

野洲会場

米原市近江老人クラブ連合会

近江地域
ええとこ
再発見
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栗
東
市
は
、
令
和
三
年
に
市

制
二
十
周
年
を
迎
え
、
市
の
委

託
事
業
と
し
て
栗
東
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
が
運
営
し
て
き
た

「
生
き
が
い
実
践
交
流
大
会
」

も
今
回
で
二
十
三
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、
十
一
月

十
一
日
を
初
日
に
三
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
に
は

六
十
歳
以
上
の
市
民
で
あ
れ
ば

だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
大
会
に

合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る
「
手
作

り
作
品
交
流
展
」
に
も
出
品
で

き
ま
す
。

　

作
品
展
に
は
、
今
年
も
絵
画

や
工
芸
作
品
な
ど
力
作
が
並
び

ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
期
間
中

に
は
料
理
教
室
や
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
講
習
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
終
息
し
て
い
な
い
た
め

人
数
な
ど
の
制
約
も
あ
り
ま
し

た
が
、
催
し
は
そ
れ
ぞ
れ
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
特
に
、
最
終

日
の
生
き
が
い
実
践
交
流
大
会

の
講
演
（
音
楽
と
講
話
）
で
は
、

講
師
髙
谷
敏
子
（
Ｓ
о
ｒ
ａ
ｋ

о
）
氏
の
人
柄
と
歌
唱
力
、
ご

自
身
の
苦
労
を
交
え
た
お
話

に
、
参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
が

感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
で
、
そ
し
て
県
下
の
老

ク
連
で
は
毎
年
会
員
が
減
り
続

け
て
お
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
組

織
や
活
動
の
あ
り
方
は
、
明
日

を
待
て
な
い
緊
急
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
高
齢

者
に
も
っ
と
老
人
ク
ラ
ブ

に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
各
地
域
で
は
い

ろ
い
ろ
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
行
政
と
連
携
し
な

が
ら
活
動
す
る
こ
と
は
、

資
金
面
だ
け
で
な
く
、
広

く
Ｐ
Ｒ
で
き
参
加
を
呼
び

か
け
ら
れ
る
な
ど
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

栗
東
市
老
ク
連
と
し
て
は
、

行
政
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
今
後
も
こ
の
事
業

を
継
続
、
発
展
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
取
材　

県
老
ク
連
事
務
局
）

　

普
通
の
タ
オ
ル
を
使
っ

て
作
る
「
ド
レ
ス
タ
オ

ル
」。
使
わ
ず
に
飾
っ
て

お
き
た
く
な
る
よ
う
な
作

品
も
生
ま
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
県
老
ク
連
女
性

委
員
会
で
取
り
組
ん
だ

後
、
女
性
委
員
が
講
師
と

な
っ
て
、
出
前
講
座
と
し
て
近

江
八
幡
市
老
蘇
地
区
で
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
お
気
に

入
り
の
タ
オ
ル
を
選
ぶ
と
、
得

意
な
？
裁
縫
の
腕
を
ふ
る
っ
て

楽
し
く
か
わ
い
い
ド
レ
ス
タ
オ

ル
に
仕
上
げ
ま
し
た
。（

事
務
局
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
予
防
の
た
め
に
思
う
よ
う

な
活
動
が
で
き
な
い
老
人
ク
ラ

ブ
で
す
が
、
愛
荘
町
秦
荘
老
ク

連
で
は
、
手
軽
に
で
き
る
も
の

づ
く
り
活
動
と
し
て
、
女
性
会

員
有
志
が
、
ネ
ク
タ
イ
を
使
っ

た
ネ
ッ
ク
レ
ス
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
に

眠
っ
て
い
る
ネ
ク
タ
イ
を
持
ち

寄
っ
て
奮
闘
、
素
敵
な
ネ
ッ
ク

レ
ス
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

作
品
す
べ
て
を
ご
紹
介
で
き

な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
い
ろ

い
ろ
服
装
や
場
面
に
合
う
も
の

が
で
き
た
こ
と
や
、
用
途
が
終

わ
っ
た
も
の
を
再
利
用
す
る
意

外
性
や
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る
取

組
で
し
た
。

（
取
材　

県
老
ク
連
事
務
局
）

手づくり作品交流展（市内の高齢者の作品）

近江八幡（老蘇地区）会場

愛荘町秦荘老人クラブ連合会

栗東市老人クラブ連合会

行政と連携した
交流活動

竹
を
使
っ
た
ラ
ン
プ
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今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

親
睦
旅
行
以
外
の
奉
仕
作
業
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
健
康
づ
く
り
講
習

会
、
シ
ル
バ
ー
大
学
は
多
く
の

会
員
の
ご
参
加
を

得
て
、
無
事
終
了

で
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
日
野

シ
ル
バ
ー
大
学

は
、
三
十
年
を

超
え
る
好
評
の
長

寿
事
業
で
す
。
会
員
の
教
養

と
、
相
互
の
交
流
、
連
帯
を
深

め
る
た
め
、
年
四
回
わ
た
む
き

ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
で
講
演
や

音
楽
演
奏
な
ど
様
々
な
分
野
の

講
師
を
迎
え
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
講
師
の
数
は

一
三
〇
人
以
上
、
受
講
者
は
多

い
年
で
一
回
五
〇
〇
人
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
年
間
延
べ
約

二
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。

　

講
師
選
び
は
な

か
な
か
難
し
く
、

町
の
関
係
課
や
老

ク
連
の
教
養
部

会
、
役
員
が
集
ま

り
情
報
交
換
し
、

連
携
を
図
り
な
が

ら
決
定
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
、
教

養
、
健
康
、
演
芸
、

歴
史
、
環
境
な
ど

様
々
で
、
参
加
者

か
ら
、「
堅
く
る

し
く
な
く
、
楽
し

く
て
、
た
め
に
な

る
講
師
を
選
ん
で
」
と
期
待
さ

れ
て
悩
み
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ホ
ー
ル
の
工
事

や
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
会
場
が
小

ホ
ー
ル
に
な
り
、
人
数
制
限
な

ど
も
あ
っ
て
、
講
演
三
回
と
現

地
研
修
一
回
に
な
り
ま
し
た

が
、
延
べ
三
七
〇
名
に
受
講
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら

は
、「
学
び
の
場

が
あ
る
こ
と
は
良

い
こ
と
、
毎
年
楽

し
み
に
参
加
し
て

い
る
」「
色
々
勉

強
に
な
り
、
人
生

頑
張
ろ
う
と
思

う
」「
仲
間
と
会

え
る
良
い
機
会
」
な
ど
感
想
を

い
た
だ
き
、
喜
ん
で
も
ら
え
る

と
役
員
一
同
ほ
っ
と
し
ま
す
。

　

年
々
会
員
数
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
大
学
に
行

き
た
い
と
い
う
個
人
会
員
の
加

入
も
あ
り
、
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
事
務
局　

西
田
三
枝
子
）

　

竜
王
町
老
ク
連
は
、本
年
度
、

会
員
数
一
七
九
一
名
で
、
町
内

の
高
齢
者
の
五
十
三
％
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
比
較

的
高
い
加
入
率
を
維
持
し
て
き

ま
し
た
が
、近
年
、若
年
会
員
の

入
会
が
減
っ
て
い
る
こ
と
や
単

位
ク
ラ
ブ
の
老
ク
連
脱
会
な

ど
、
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ

た
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

会
員
減
少
な
ど
組
織
の
衰
退

は
全
国
的
に
深
刻
な
問
題
で
、

本
会
も
こ
の
難
関
に
直
面
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
根
底
に
あ
る

課
題
を
把
握
し
対
策
を
模
索
す

る
た
め
に
、一
昨
年
末
に「
竜
王

町
老
ク
連
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
を
組
織
し
ま
し
た
。
検
討

委
員
会
は
、
本
部
か
ら
指
名
し

た
委
員
で
構
成
し
、
現
状
の
分

析
か
ら
始
め
ま
し
た
。
他
市
町

の
類
似
の
委
員
会
等
の
活
動
事

例
を
参
考
に
、
問
題
の
共
有
と

掘
り
下
げ
を
進
め
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
八
月
に
会
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
総
会
員
の
約
十
%
に
あ

た
る
二
〇
〇
余
名
を
任
意
抽
出

し
、
二
十
三
項
目
に
わ
た
る
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
入

会
の
動
機
や
参
加
状
況
を
問

い
、次
に
、本
会
の
事
業
へ
の
参

加
度
合
い
と
満
足
度
、
全
体
的

な
提
言
に
つ
い
て
も
コ
メ
ン
ト

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
九
割
を
超

え
る
会
員
か
ら
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
回
答
の
中
に
は
、

既
存
の
事
業
を
根
本
的
に
見
直

す
べ
き
、
女
性
会
員
の
活
動
を

活
発
化
す
べ
き
、ま
た
、役
員
の

就
任
の
難
渋
を
解
消
す
べ
き
、

あ
る
い
は
老
ク
連
の
名
称
を
改

め
る
べ
き
等
々
、
多
岐
に
わ
た

る
問
題
の
指
摘
と
示
唆
的
で
建

設
的
な
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
分
析
を
進
め
、
段
階

的
に
次
年
度
に
取
り
組
む
べ
き

項
目
、
長
期
的
に
広
く
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
て
取
り
組
む
べ
き

運
営
の
基
本
に
か
か
わ
る
項
目

な
ど
と
層
別
し
、
順
次
執
行
部

に
提
言
す
る
よ
う
に
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
現
在
内
部

の
委
員
で
構
成
し
て
い
ま
す

が
、近
い
う
ち
に
、町
行
政
や
社

協
・
公
民
館
な
ど
外
部
の
関
係

団
体
に
も
参
加
を
要
請
し
、
さ

ら
に
広
範
で
効
果
的
な
議
論
を

展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

十
一
月
の
委
員
会
と
執
行
部

の
正
副
会
長
・
運
営
委
員
と
の

合
同
会
議
で
結
果
報
告
と
提
言

が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
現

在
執
行
部
に
お
い
て
は
、
ま
ず

次
年
度
に
新
し
い
事
業
の
採
用

な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
適

用
の
た
め
の
検
討
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要

は
、
令
和
四
年
二
月
に
発
行
予

定
の
広
報
紙「
竜
寿
の
友
」で
紹

介
す
る
予
定
で
す
。

（
大
野　
　

稔
）

日
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

竜
王
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

好
評
の
長
寿
事
業

日
野
シ
ル
バ
ー
大
学

老
ク
連
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
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私
た
ち
の
ま
ち
日
野
町
猫

田
は
四
十
四
戸
の
小
さ
な
集

落
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
猫
田
長
寿

会
「
さ
わ
や
か
会
」
の
会
員
は

六
十
六
名
で
す
。

　

さ
わ
や
か
会
は
、
高
齢
期
の

豊
か
な
生
活
を
め
ざ
し
、
自
治

会
や
社
協
と
連
携
し
な
が
ら
健

康
増
進
の
た
め
の
活
動
を
は
じ

め
、
奉
仕
活
動
、
環
境
保
全
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

奉
仕
活
動
に
つ
い
て
は
、
男

女
に
分
か
れ
て
、
毎
月
欠
か
さ

ず
地
域
内
の
「
野
神
さ
ん
」（
男

性
部
）
と
「
観
音
堂
」
お
よ
び

庫
裏
周
辺
（
女
性
部
）
の
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
集

落
で
組
織
す
る
「
猫
田
環
境
保

全
の
会
」
の
要
請
で
、
農
道
の

草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ
を
行

い
、
美
し
い
景
観
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
る
コ
ス
モ
ス

祭
り
に
向
け
て
、
コ
ス
モ
ス
の

種
蒔
き
も
行
い
ま
し
た
。
十
月

に
は
見
事
な
コ
ス
モ
ス
が
農
面

い
っ
ぱ
い
に
咲
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
さ
わ
や
か
会
が
健
康

増
進
を
目
的
に
行
う
体
力
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
の
取
組
に
つ

い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

体
力
づ
く
り

活
動
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
が

中
心
で
、
四
月

か
ら
十
一
月
ま

で
の
期
間
、
週

二
回
農
地
近
く

の
広
場
で
行
っ
て
お
り
、
地
区

や
老
ク
連
主
催
の
大
会
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
た

だ
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
十
分
な
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念

で
す
。

　

健
康
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て

は
、
毎
週
火
曜
日
に

お
た
っ
し
ゃ
ク
ラ
ブ

と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が

ら
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
・
ラ
ジ
オ
体
操
、

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
健

康
ダ
ン
ス
、
転
倒
防

止
や
腰
痛
・
膝

痛
予
防
の
た
め

の
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行

い
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
楽

し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま

す
。
年
に
一
回

は
講
師
を
招
い
て
、
体
力
・
健

康
づ
く
り
の
講
習
会
や
指
導
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
狭
い
会
議
所
で
の
高
齢

者
の
集
ま
り
だ
け
に
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
を
心
配
し
、
冬
季
に

向
け
て
換
気
対
策
を
検
討
し
て

い
ま
し
た
が
、

今
年
度
県
老
ク

連
の
介
護
予
防

活
動
支
援
事
業

の
補
助
金
で
空

気
清
浄
機
を
購

入
し
た
お
か
げ

で
活
動
の
幅
も

広
が
り
大
変
喜

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
通
し
て

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
高

齢
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
常
に

気
を
配
り
、
明
る
く
楽
し
く

日
々
を
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
（
北
西　

忠
夫
）

会
員
か
ら
の
原
稿
募
集
要
領

◆
該
当
す
る
「
テ
ー
マ
」
を
明
記
し
、
四
〇
〇
字
程
度
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

 

①
健
康
づ
く
り　

②
友
愛
活
動　

③
奉
仕
活
動

　

④
伝
承
活
動　

⑤
世
代
間
交
流
活
動

　

⑥
組
織
の
活
性
化　

⑦
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

　

⑧
そ
の
他
の
テ
ー
マ
（
雑
感
含
む
）

◆ 

各
号
お
一
人
様
ま
た
は
一
団
体
一
作
品
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
原
稿
締
切
…
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
原
稿
等
送
付
先　

　

〒
5
2
5
ｌ
0
0
7
2　

�　
　

草
津
市
笠
山
七
丁
目
８
番
1
3
8
号

　
　

県
立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　県老ク連では、健康づくり支援事業と
して、各市町老ク連、支部、ブロック・
学区老ク連および単位クラブが行う健康づくりの行事等に、出前講座
として健康づくり推進員を派遣しています。内容は、
①ニュースポーツ　②健康体操　③体力測定　④料理教室
などで、皆様の健康づくりをサポートしています。
　今年度は、40回（令和 3年11月末現在）の出
前講座を実施し好評を得ています。出前講座への
健康づくり推進員の派遣費用（謝礼、交通費、資
料代等）は全て県老ク連が負担します。

お申込みは　市町老ク連を通じて、県老ク連まで

猫
田
長
寿
会（
さ
わ
や
か
会
）

だより

健康づくり推進員

私
た
ち
の

健
康
づ
く
り
活
動

□　車のキーや免許証などを探し回ることが
ある。

□　今までできていた力ーステレオやカーナ
ビの操作ができなくなった。

□　トリップメーターの戻し方や時計の合わ
せ方がわからなくなった。

□　機器や装置（アクセル、ブレーキ、ウィン
カーなど）の名前を思い出せないことが
ある。

□　道路標識の意味が思い出せないことがあ
る。

□　スーパーなどの駐車場で自分の車を停め
た位置が分からなくなることがある。

□　何度も行っている場所への道順がすぐに
思い出せないことがある。

□　運転している途中で行き先を忘れてし
まったことがある。

□　良く通る道なのに曲がる場所を間違える
ことがある。

□　車で出かけたのに他の交通手段で帰って
きたことがある。

□　運転中にバックミラー（ルーム、サイド）
をあまり見なくなった。

□　アクセルとブレーキを間違えることがあ
る。

□　曲がる際にウィンカーを出し忘れること
がある。

□　反対車線を走ってしまった（走りそうに
なった）。

□　右折時に対向車の速度と距離の感覚がつ
かみにくくなった。

□　気がつくと自分が先頭を走っていて、後
ろに車列が連なっていることが良くある。

□　車間距離を一定に保つことが苦手になっ
た。

□　高速道路を利用することが怖く（苦手に）
なった。

□　合流が怖く（苦手に）なった。
□　車庫入れで壁やフェンスに車体をこする

ことが増えた。
□　駐車場所のラインや、枠内に合わせて車

を停めることが難しくなった。
□　日時を間違えて目的地に行くことが多く

なった。
□　急発進や急ブレーキ、急ハンドルなど、運

転が荒くなった（と言われるようになっ
た）。

□　交差点での右左折時に歩行者や自転車が
急に現れて驚くことが多くなった。

□　運転している時にミスをしたり危険な目
にあったりすると頭の中が真っ白になる。

□　好きだったドライブに行く回数が減った。
□　同乗者と会話しながらの運転がしづらく

なった。
□　以前ほど車の汚れが気にならず、あまり

洗車をしなくなった。
□　運転自体に興味がなくなった。
□　運転すると妙に疲れるようになった。

滋賀県警察本部交通企画課発行の「ふれあい通信」から抜粋

認知機能低下の早期発見チェックリスト

30問のうち5問以上にチェックが入った方は要注意です。
※監修：鳥取大学医学部教授　浦上克哉・日本認知症予防学会理事長
　提供：NPO法人 高齢者安全運転支援研究会Check
!
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● 健康づくり推進員の派遣
　令和３年は、新型コロナウイルス感染症予防のために
出前講座など推進員の活動が制約される中、感染には十
分注意しながら、料理教室やス
ポーツ指導等を行いました。

● スポーツ用具の貸し出しと実技講習
　県老ク連では、健康づくりに役立てていただくために、
30数種類のニュースポーツ用具を用意して貸し出しを
行っています。新たに導入したスポーツについては実技
講習を行い、また希望があれば、指導のために健康づくり
推進員を派遣します。

● 健康づくりの学習活動
　県老ク連では、研修会等において、
認知症等、特に高齢者がかかりやすい
病気の理解と予防について、専門の講
師による学習活動を行っています。
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▼
俳 

句

草
津
市
　
　
　
　
角
田
眞
智
子

風
光
る
花
を
も
癒
や
す
雨
上
が
り

近
江
八
幡
市
　
　
大
川
　
　
勇

胸
一
杯
マ
ス
ク
外
し
て
薫
る
梅

竜
王
町
　
　
　
　
堀
井
　
絹
枝

い
わ
し
雲
小
さ
な
悩
み
捨
て
き
れ
ず

▼
川 

柳

草
津
市
　
　
　
　
角
田
眞
智
子

ホ
ッ
と
す
る
医
者
の
一
声
異
常
な
し

甲
賀
市
　
　
　
　
中
島
　
稔
子

出
無
精
気
力
言
葉
蘇
え
れ

竜
王
町
　
　
　
　
堀
井
　
　
平

年
金
日
妻
が
今
日
だ
け
お
も
て
な
し

甲
良
町
　
　
　
　
田
中
華
代
子

カ
ー
ト
押
し
夫
婦
う
ふ
ふ
と
食
事
何
処

愛
荘
町
　
　
　
　
上
林
　
恒
子

ボ
ケ
て
な
い
取
り
に
来
た
物
浮
か
ぶ
内

▼
短 

歌

草
津
市
　
　
　
　
久
保
　
光
子

神み
こ
し輿
な
き
祭
日
は
昏く

れ
て
参
道
に

　

愛
馬
ひ
き
つ
れ
し
日
の
君
が
顕た

ち
く
る

草
津
市
　
　
　
　
角
田
眞
智
子

あ
と
幾
年
足
早
や
過
ぎ
し
風
に
問
う

　

コ
オ
ロ
ギ
の
声
も
淋
し
か
ら
む
や

近
江
八
幡
市
　
　
大
川
　
　
勇

核
兵
器
平
気
で
見
せ
る
保
有
国

　

人
畜
破
滅
放
射
能
残
留

甲
賀
市
　
　
　
　
中
島
　
稔
子

道
端
に
世
話
無
く
生
き
て
咲
き
し
梅

　

四
季
忘
れ
ず
に
香
り
届
け
て

甲
賀
市
　
　
　
　
三
木
　
憲
治

大
塚
の
放
送
大
学
に
席
と
り
て

　

与
謝
野
を
学
ぶ
昔
も
あ
り
き

愛
荘
町
　
　
　
　
上
林
　
恒
子

ろ
う
梅
の
香
り
に
し
ば
し
足
を
止
め

　

心
満
た
さ
れ
散
ら
ぬ
事
祈
り
し

◆俳句、短歌、川柳、情歌の部門を募集します。（冠句はありません）
◆ 応募は、「ハガキ」に１人あたり１部門１作品（厳守）とし、どの部

門の応募かを明記してください（１枚のハガキに書く部門の作品各１
点を記入することはできますが、同一部門の作品が２点以上ある場合
は無効となりますのでご注意願います）

◆読みにくい文字やあて字には、必ずふり仮名をつけてください
◆ 応募作品には、郵便番号、住所、氏名、電話番号、単位クラブ名、所

属する市町老ク連名を明記してください
◆ 応募作品は、掲載・不掲載に関わらず返却いたしませんのでご了承く

ださい
※ 締め切り、送付先は９頁の「会員からの原稿募集要領」をご覧ください

文芸作品募集

心
臓
弁
膜
症
と
心
不
全

　
心
臓
は
、
私
た
ち
の
体
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
ポ
ン
プ
と
し
て
重
要
な
働

き
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
心
臓
が
悪
い
た
め
に
、息
切
れ
や
む
く
み
が
起
こ
り
、

だ
ん
だ
ん
悪
く
な
り
、
生
命
を
縮
め
る
状
態
が
「
心
不
全
」
で
す
。
心
不
全
の

原
因
と
な
る
代
表
的
な
病
気
の
一
つ
が
心
臓
弁
膜
症
で
す
。
心
臓
弁
膜
症
と
は

心
臓
に
あ
る
弁
が
ス
ム
ー
ズ
に
開
閉
し
な
く
な
り
、
心
臓
の
働
き
に
障
害
が
お

こ
る
病
気
で
す
。
症
状
を
伴
う
重
症
な
弁
膜
症
の
根
本
的
な
治
療
に
は
、
弁
を

修
復
す
る
手
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
代
表
的
な
弁
膜
症
が
、
左
心
室
か
ら
大

動
脈
へ
の
出
口
に
あ
る
大
動
脈
弁
が
硬
く
な
り
開
き
に
く
く
な
る
「
大
動
脈
弁

狭
窄
症
」
で
す
。

　
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
手
術
は
、
胸
部
を
切
開
し
て
弁
を
治
す
外
科
手
術
以
外

に
近
年
で
は
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
胸
を
切
る
こ
と
な
く
行
う
負
担
の
少
な
い

治
療
法
（
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
留
置
術
（T

A
V
I

））
も
あ
り
ま
す
。

　
滋
賀
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、
こ
う
い
っ
た
最
新
の
医
療
技
術
を
駆
使
し

て
、
個
々
の
患
者
さ
ん
に
一
番
適
し
た
治
療
法
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
心
不
全

や
心
臓
弁
膜
症
に
悩

む
患
者
さ
ん
に
尽
く

す
こ
と
に
使
命
感
を

も
っ
て
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
で
支
え
る
心
不
全
治
療

　
本
邦
の
心
不
全
患
者
数
が
今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
で
医
療
ひ
っ
迫
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
高
齢
者
心
不
全
患
者
さ
ん
の
治
療
は
、
再
増
悪
予
防
の

治
療
か
ら
緩
和
ケ
ア
、
在
宅
看
取
り
ま
で
を
地
域
で
支
え
る
『
地
域
完
結
型
医

療
』
へ
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
急
性
増
悪
に
よ
る
再
入
院
を
繰
り
返
す
こ
と

が
多
い
心
不
全
患
者
さ
ん
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
複
数

の
職
種
か
ら
形
成
さ
れ
た
“
心
不
全
チ
ー
ム
”
に
よ
る
包
括
的
介
入
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
滋
賀
県
で
は
、
高
齢
心
不
全
患
者
さ
ん
を
地
域
で
支
え
て
い
く
た
め
の
情
報

共
有
ツ
ー
ル
『
心
臓
病
手
帳
』
を
県
独
自
で
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
地

域
で
そ
の
手
帳
を
使
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
く
予

定
で
す
。

滋
賀
医
科
大
学
循
環
器
内
科

助
教
　
八
木
　
典
章

滋
賀
医
科
大
学
循
環
器
内
科

教
授
　
中
川
　
義
久

提供：エドワーズライフサイエンス㈱

心�臓

肺
はい

動
どう

脈
みゃく

弁
べん

三
さん

尖
せん

弁
べん

右心房

左心房

左心室右心室

大
だい

動
どう

脈
みゃく

弁
べん

僧
そう

帽
ぼう

弁
べん
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県
老
ク
連
の
女
性
委
員
会
は

十
名
の
委
員
か
ら
な
り
、
年
間

八
回
程
度
開
催
す
る
会
議
で
活

動
計
画
の
策
定
や
実
施
結
果
の

検
討
を
行
い
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
、
昨
年
度

同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
た
め
に
例
年
よ
り
遅

れ
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
会
議

等
の
開
催
時
は
、
検
温
や
手
指

等
の
消
毒
、
三
密
回
避
な
ど
を

徹
底
し
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、

女
性
委
員
会
が
中
心
と
な
る
市

町
老
ク
連
の
女
性
部
代
表
者
会

議
な
ど
は
開
催
で
き
ま
し
た

が
、
三
密
を
避
け
て
取
り
や
め

た
事
業
も
あ
り
ま
す
。
二
月
に

は
、「
高
齢
者
相
互
支
援
活
動

研
修
会
」
の
二
部
（
午
後
）
を

担
当
し
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
関

係
で
過
去
二
回
中
止
し
た
研
修

会
だ
け
に
、
今
回
は
ぜ
ひ
盛
会

裏
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

女
性
委
員
会
で
は
会
議
だ
け

で
な
く
、
も
の
づ
く
り
の
講
習

な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
、
タ
オ
ル
を
使
っ
て
実
用
的

で
見
た
目
も
か
わ
い
い
「
ド
レ

ス
タ
オ
ル
」
を
作
り
ま
し
た
。

（
七
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
会

得
し
た
こ
と
を
出
前
講
座
な
ど

で
地
域
に
広
め
る
こ
と
も
こ
の

事
業
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
市
町
老
ク
連
女
性
部

代
表
者
会
議
で
は
、
健
康
づ
く

り
推
進
員
の
指
導
の
も
と
、
近

年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
発
酵
食

品
」
を
使
っ
た
料
理
の
講
習
も

行
い
ま
し
た
。
見
た
目
、
味
と

も
に
上
々
の
出
来
栄
え
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

　

こ
の
研
修
会
は
、
過
去
二

回
コ
ロ
ナ
で
中
止
し
ま
し
た

が
、
二
月
二
十
四
日
㈭
に
二
年

ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
午
前
中
の
講
演
に
つ
い
て

簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

講
師
は
、
日
野
町
に
あ
る
お

寺
「
雲う
ん

迎こ
う

寺じ

」（
別
名 

さ
つ
き

寺
）
の
住
職
久
志
則
行
（
く
し

そ
く
ぎ
ょ
う
）
さ
ん
、
別
の
名

は
、
元
笑
福
亭
鶴

瓶
一
門
の
落
語

家
笑
福
亭
瓶
太

改
め
「
て
ん
ご
堂
雅
楽
」
さ
ん

で
す
。
洗
練
さ
れ
た
話
芸
と
住

職
と
し
て
の
仕
事
を
両
立
さ

せ
な
が
ら
、
地
元
を
は
じ
め
各

地
で
講
演
さ
れ
参
加
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、「
笑
っ
て
健
康
づ

く
り
」（
仮
題
）
の
内
容
で
講

話
と
落
語
を
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。　
　
（
事
務
局
）

　新年おめでとうございます。
　昨年も、依然として終息に至らない新型コ
ロナの影響で、のびのびと活動できない状況
が続き、仲間との交流も思うようにできない
１年でした。
　コロナの動向には未だに不安もあります
が、今年こそ、ともに喜び、楽しみ、ともに
支え合う元気な老人クラブに戻ることに期待
したいものです。
　この「いきいき近江」が、見聞を広め、ま
た、老人クラブの仲間としてのつながりを深
める一助となりますよう努力してまいります
のでご協力よろしくお願いいたします。　　

　　（広報委員会）

─ 編 集 後 記 ─

交 通 安 全 運 動
○３月15日～４月15日
新入学（園）児と高齢者の
交通事故防止運動

○４月６日～４月15日
春の交通安全運動

コロナにもインフルエンザにも気をつけよう 

消毒マスク 換気

除菌手洗いうがい

高
齢
者
相
互
支
援
活
動
研
修
会




